
サンセ

☆トアロードの坂道にあるアーパンビルの地階。オレンジ色と白のモダ ☆神戸に入港する外国船は動くホテルだ。エトランゼ達は六甲を眺め、
斜面に這う家並みに見とれ、そして夜景に心を奪われる。これを故郷の－ンなインテリアのファンシィなレストラン。神戸っ子の応接室／それ

がいシャトーブリアン" 。 母に語ろう。そう思ってキラリと感動する。
そんなエトランゼにも知られているところ、それが栄町二丁目の大和
銀行を北に入ったステーキハウス帆フック東店〃だ。一階はカウンター、
二階は欧風ムードのテーブル席。スイス生まれのフォンデュー鍋は、そ
んな二階のムードにぴったりの料理。
今月は、ステーキハウスとして名実共に備わった店にしたいと張りき
る腕自慢のコックさんが挨拶する。写真の左からチーフコックの有馬さ
ん、マスター、大野さん、富山さん、他に今田さん、中原さんと、総勢
６名がフック・フアンの来店を待っている。
お昼時には、リザーブ係（3 2 - 3 2 0 8 ）へ気軽に予約されるといい。
ズテーキ（1 2 0 0 円～）フォンデュー鍋（1 8 0 0 円）その他洋酒も楽しめ
る。営業時間ＡＭ１０：００～ＡＭ２：００、新年は５日より営業。

ランチ・タイムには、ＯＬやサラリーマン、買物客がランチ（Ａ８００
円，Ｂ5 0 0 円，Ｃ3 5 0 円。スープ，コーヒー付）を食べに来る。スープ
の種類が毎日変るのは楽しい。２時頃からたそがれ時までは，松蔭や山
手のキュートな女の子が、自家製のｗ' レモンパイ〃､ ､ ハァップルパイ〃､ 蝋シ
ャトーブリアンパフェ〃等を楽しみに－。鯉

夕方から1 0 時までは、若いカップルのディナー（Ａ2 5 0 0 円，Ｂ2 0 0 0 円，
Ｃｌ5 0 0 円) 。仔牛、伊勢海老がいつ行っても食べられるのは有難い。
新鮮な生ガキもバッグン/ 楽しい語らいにも妓高の時を過ごせます。
営業時間．午前1 1 時～午後1 0 時（日曜、祭日９時迄）闇

定休日・第１，第３月曜日
ｆ
ｉ
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☆昨年はいろいろなことがあった、と想いおこす人は、神戸の山手の静
かなたたずまいにオープンした本格派スナックバー、リチヤード〃の扉
が印象的であったはずだ。
山手にマッチしたレンガと木彫をうまく生かした扉を入ると、天井の
ゆるやかなカーブとクールな金属製のペンダントが眼につく。黒のレザ
ーの椅子に、すっきりとしたカウンターの木目が美しい。雌面は、部屋
全体がその名もリチャード王朝時代を想わせるランプと本ものの車輪が
三つ飾られ、それがくるくる回るのも一興だ。
午前１１時から午後４時までは軽食喫茶として周りのビジネス街に好評。
コーヒー、紅茶（￥1 0 0 ）スパケティ（￥1 5 0 ）で、特製スハケティ、
カレーライスにはミニサラダがサービスとして付く。便はピッザ、鯛ご
はん（￥3 5 0 ）お茶減（￥2 0 0 ）
昭和4 5 年を迎えた神戸の夜の第一歩は、ぜひぃリチャード' ′から出発
していただきたい。

＃
１
。 | … 』阪急三宮|’ Ⅳ

かで落ち着いたお店。淡いベージュと緑で統一されたフランス風室内は

！1三和銀行’

要」
アーバンビ
２階・カル

割リチャード カルム二iijr7＝麓:墜雲 庫専一零＝＝＝ーーー＝雪圃供婁富駅

ムードだけでなく、食事の方もマカロニグラカン（2 5 0 円）､ ハンバー

☆トア・ロード、アーバンビル２階のグリル＆サパー､ ハカルム〃は、静

グステーキ（4 0 0 円）から定食（1 5 0 0 円）、ビーフステーキ（2 , 0 0 0 円）

中央の紅いピアノに緑ほのかな光が影を落とし、ムーディな雰囲気、■

恋人たちにはダンスを、ご家族づれにはリクエスト曲に応じてくれる
ヴォーカルを楽しめる。

新春パーティにも貸してくれる。営業時間午後５時から深夜３時まで。

まで、心ゆくまで味わえる。飲みたい方はカウンタンター席でカルム持
製のカクテルⅧ片思い〃､ いカルムの人〃（2 5 0 円）はいか､ . だろう。
ムードを楽しみながら、料理、カクテルと、家族づれから深夜族まで

に親しまれている。

『＆

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



スナックバー

一蝉賠

Ｇ, ,〃＆』:〃ｗ‘

!；

雨

色

盆

六
○
四
ｍ
ｍ
し
「
一
之
の
。
亡
一
口
、

庇〈』稀ｆα皿ｒα”ｆ＆〔v ひ’ﾉ ｰ < や

滞暇００Ｋフリク東店ＣＨＡＴ瞳ＡＵＢＲＵＡＮＤ
神戸市生田区北長狭通３丁目５番地
トアロード・アーバンビル地下

垂（０７８）３３．２０５０ 神戸市生田区栄町Ｉ－５－３ＴＥＬ（0 7 8 ) 3 2 - 3 2 0 7

再

息

神戸市生田区北長狭通3 丁目５番地
トーアロード・アーバンビル２階
TＥＬ（0 7 8）３９．４８０５（代表）刀ﾉ､【α-，
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生田区下山手通２－２９

聡羅沙 生田区加納町４丁目

マ｡ i ざ弓ョ神戸ビルＩＦ
ＴＥＬ３９－２３６６ＴＥＬ３９－８８９４

六
○

2 丁目３１－２

ﾐ 事処 神戸市生田区下山手通 WK U上段9,J A Q I c -中山手通2丁目1３
杉 ぱ之 永晃ビル地下

ＴＥＬ3 9 - 8 7 0 8ＴＥＬ３３－６７９２ I」 グ
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8３

☆細川ガラシャは明智光秀の娘。乱世に生まれ細川忠興の妻となる。洗
礼名をガラシャという。
すなつく蝋雅羅沙〃は昨年1 1 月に誕生。ステンドグラスが風変りなプ
ライベートルームを想わせる暖かさを与える。暖炉の灯影が部屋のトー
ンを柔らげ、コクのある艶を持った金色のペンダントの生む明かるさに
望月美佐さんの害が映える｡ ､ がらしや〃の字は望月さんの筆によるもの
だ。
マスターの岡田正美さん。京都美大を出て、現在神戸光風会に属する
若き画家。ヨーロッパのあちこ､ ちで気の向くまま絵を見てくるという美
術旅行を試みた。その時の経験が、このたびの店のインテリアに生かさ
れ、また絵を通じた友達が装飾を手伝うなど、マスターの若い世代なり
の飾らない人格が好まれている。
水割り￥3 5 0 、ビール(小)￥2 0 0 、営業時間ＰＭ５：００～ＡＭ１２：３０

きき

ユーハイム

頭え｢ 一
■■■

新世紀

「

|鯵嘩患目、匡罷めば

雅羅沙

Ｆ『ノ
めばえ

☆姫路城の一郭が神戸にある。それがお食事処峨めばえ〃だ。姫路城西
の丸に使われていた3 6 0 年の歴史を誇る柱を使った壁面は、白壁とマッ
チしたお城の一室を思わすインテリアデザイン。
城主（？) の岡田ふみさんは、ママさんというより、おかみさん〃とい
った感じ。歯ぎれの良い声と､ 腕のいい弟さんの作る料理は粋そのもの。
お客さんも「ふるさとの味だネ」とか「郷愁を感じるワ」など、純日
本的なあっさりした味に舌つづみを打つ。毎日新しい素材で、お客様に
新鮮さを食べてもらおうと努めている。
おいしい料理と、心づかいがグーンとお客さんの人気をさらっている
のか、あまり遅くなると、仕出し女乳（メニュ）の数が少なくなってい
るヨ。今は季節的に無理だが、珍味料理の一つに（愛久‘利夢婦裸慰）が
ある｡ お茶漬もある気安さと感じの良さが何よりもありがたい｡ 麦酒( 大）
2 0 0 円（小) 1 5 0 円日本酒は菊正宗(特級) 1 8 0 円ＰＭ５: 0 0 ～ＡＭ１２: 3０

ＦＡＬＬ
ｌＮ

ＫＯＢＥ
ＧＵｌＤＥ

☆舵輪は、躍動する神戸港をあらわし、帆船は、港に迫まる六甲の嶺を
あらわしている。神戸っ子の心のふるさとを伝えるミナト街のムードが
いっぱいの店、それが阪急三宮の山側、但馬銀行の北路地を入ったスナ
ナックバー、マゼラン〃だ。

金色の渋いペンダント、黒のレザーストール、そして木目のテーブル
と落ち着きのある豪華さは、さすが神戸のスナックのハシリと云われた
風格を持っている。今年で５年目というだけある。
マスターの香川さんをはじめ、いずれも若いバーテンさんが三人。古

代の戦車と戦士のレリーフの中で、全くなごやかにリラックスできるの
が、なおも神戸で人を魅きつけているところだろう。
ビール( 中) ￥３００オールド水割り￥３５０スパケティ￥２５０
野菜サラダ￥３００年中無休

市画

マゼラン
但馬銀行

阪急三宮

国鉄三宮

スネカジリッ子

☆街路樹の葉がすっかり落ちて、足もとで渦を巻いている。オーバーの
襟をたてるポーズにもオシャレが見られる。そんな時、ふっと今宵は飲
みたいなと思う。別にこれといった不満があって年を越したわけでもな
い。琉狛のグラスにただ新春のあいさつがしたくなるわけさ。そのため
に、それだからこそ､ 今日もぃスネカジリッ子〃であなたと会えたのだ。
あそこにいるのがママの桂子さん。今年もよろしくネ、と言ってるよ。
この店のデザインに桂子さんの心がこもっている。バーテンさんも若く
って、それだからいいね。暖炉のローソクの光が、いつも僕と、僕たち
と桂子さんの友情のあかしなんだ。
ＰＭ５：３０～ＡＭ１：0 0 まで、第１・第３月曜日は休み
水割りＧ＆Ｇ￥３００ビール( 小) ￥２０O おつまみ￥１００ピッザ￥３５０
ミニチュアビン( Ｗ) ￥５００
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型

』

？

（ロイヤノレなフレームで．．）

、
( M ＡＫＥＵＰＴＯＲＯＹＡL）
すばらしい……あなたに

ぐゆ孝申戸眼鏡院
元町店・元町３丁目恋⑫1 2 1 2 代表
三宮店・さんちかタウン恋⑲1 8 7 4 ～５

，刀劉

ＭＥＮ，ＳＳＨＯＰ

若人の服飾

〃
Ｒ

(Ｗ－
－Ｌｊ

☆本部／神戸市生田区三宮町１丁目3 2 ／ＴＥＬ3 9 - 0 9 9 1
☆三宮店／神戸三宮センター街／T E L 3 9 - O 8 9 5
☆トアロード店／神戸三宮センター街西口／ＴＥＬ３９－Ｏ８９６
☆新開地店／神戸新開地本通／ＴＥＬ5 5 - 7 6 8 8
☆姫路店／姫路・姫路駅デパート２階／T E L 2 3 - 1 2 6 1 ( 代) < 内蝶6 0 〉
☆京都店／京都藤井大丸２階／ＴＥＬ2 2 1 - 8 1 8 1 ( 代）
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威
覚
情
報
で
街
の
創
造
を

☆
固
定
し
た
モ
ダ
ニ
ズ
ム
が
神
戸
の
街
の
感
度
を
鈍
く
す
る

梅
悼
忠

☆
街
は
大
量
情
報
の
洪
水
で
溢
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
現
状
把
握
と
適
確
な
都
市
の
創
造
を
試
み
ね
ば
な
ら
な
い
ｏ

そ
の
た
め
の
明
確
な
指
針
と
利
用
可
能
な
道
具
が
必
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
指
針
を
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
梅

悼
教
授
が
去
る
ｎ
月
記
日
、
神
戸
青
年
会
議
所
経
済
活
動
委
員
会
で
行
な
っ
た
講
演
の
要
旨
で
ま
と
め
、
道
具
の
方

と
し
て
、
神
戸
に
お
け
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
メ
ー
カ
ー
と
ユ
ー
ザ
ー
の
座
談
会
を
収
録
し
た
。
（
編
集
部
）

巨
三
◇
三
三
目

口
特
集
１
□

情
報
産
業
の
考
え
方
、
ま
た
そ
の
特
徴
、
具
体
的
に
ど
れ
ほ
ど

い
ま
ま
で
の
工
業
社
会
で
の
物
の
観
念
と
異
な
っ
て
い
る
の
か
か

ら
話
を
進
め
て
行
き
ま
す
。

神
戸
と
い
う
街
は
、
私
も
子
供
の
頃
か
ら
親
し
み
が
あ
り
、
家
内

も
神
戸
出
身
で
す
の
で
大
体
の
こ
と
は
知
っ
て
い
る
つ
も
り
な
の

で
す
。
最
初
か
ら
皆
様
の
お
気
に
障
る
こ
と
を
い
い
ま
す
が
、
神

戸
は
セ
ン
ス
の
良
い
街
だ
、
モ
ダ
ン
だ
と
い
う
点
で
は
私
も
同
感

な
の
で
す
が
、
こ
れ
に
関
し
て
若
干
否
定
的
な
面
も
あ
る
と
思
う

の
で
す
。
案
外
神
戸
に
住
ん
で
い
る
方
に
は
気
付
き
に
く
い
こ
と

で
す
が
、
な
る
ほ
ど
昔
は
そ
う
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
と
こ

ろ
が
セ
ン
ス
の
良
さ
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
い
う
も
の
に
安
住
し
て
い

る
う
ち
に
世
界
の
方
が
ど
ん
ど
ん
動
い
て
行
っ
て
、
気
が
付
い
て

み
る
と
神
戸
は
意
外
に
古
め
か
し
い
、
感
覚
的
に
遅
れ
た
街
に
な

り
つ
つ
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
気
が
し
な
い
で
も
な
い
。

具
体
的
に
一
例
を
あ
げ
ま
す
と
、
神
戸
の
中
学
校
、
高
校
の
学
生

’
8５

一

夫
八
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
教
授
・
社
会
人
類
学
Ｖ

を
見
る
と
、
全
部
丸
坊
主
で
制
服
を
着
て
い
る
。
神
戸
は
明
る
い

街
だ
、
感
覚
的
に
す
ぐ
れ
た
街
だ
と
思
っ
て
い
る
者
が
、
あ
あ
い

う
学
生
達
に
囲
ま
れ
る
と
烏
天
狗
の
集
団
に
出
会
っ
た
感
が
し
ま

す
。
こ
れ
を
平
気
で
放
っ
て
お
く
と
い
う
の
も
気
質
で
し
ょ
う
が

感
覚
的
な
古
さ
を
感
じ
る
。
つ
ま
り
戦
前
の
ま
ま
の
感
覚
が
固
定

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
国
際
的
な
感
覚
か
ら
い
う
と
丸
坊
主

で
黒
い
制
服
を
着
せ
て
い
る
の
は
異
常
な
こ
と
で
す
。

モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
い
う
の
は
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
か
ら
昭
和
初

期
に
か
け
て
あ
っ
た
の
で
す
が
、
今
か
ら
考
え
る
と
非
常
に
古
い

も
の
で
す
。
神
戸
は
そ
の
辺
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
で
固
定
し
た
の
で
は

な
い
か
。

戦
後
日
本
の
目
指
し
た
目
標
は
、
全
日
本
の
重
工
業
化
で
、
こ

の
傾
向
は
日
本
の
歴
史
で
は
一
九
二
○
年
前
後
か
ら
始
ま
っ
て
い

る
。
戦
時
中
で
陥
没
は
あ
る
が
、
戦
後
も
戦
前
の
工
業
発
展
の
延

長
線
上
で
発
展
が
続
い
て
い
る
。
日
本
の
社
会
構
造
Ｐ
産
業
構
造

日
本
人
の
生
活
体
系
の
発
展
は
明
治
以
後
の
上
昇
カ
ー
ブ
に
の
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
世
界
的
な
傾
向
だ
が
、
今
ま
で
の
発
展
は
物
質

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
べ
て
が
や
っ
て
行
け
る
と
思
わ
れ
て
い
た
。

Ｌ
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ご

と
こ
ろ
が
戦
後
に
な
っ
て
も
神
戸
に
は
偉
大
な
港
が
あ
る
。
大
阪
☆
物
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
生
産
・
流
通
か
ら
知
恵
の
活
動
へ
の
時
代

は
商
圏
、
工
業
圏
と
し
て
の
工
業
地
盤
が
残
っ
て
い
た
。
そ
れ
は

い
ず
れ
も
物
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
生
産
、
流
通
、
管
理
に
結
び
つ
い
と
こ
ろ
が
神
戸
で
は
、
そ
の
異
質
な
も
の
に
対
す
る
ア
ン
テ
ナ

た
機
能
で
す
。
こ
れ
が
戦
後
の
神
戸
、
大
阪
の
発
展
の
原
動
力
で
の
性
能
が
悪
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
戦
前
の
神
戸

あ
っ
た
と
同
時
に
、
今
や
障
害
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
に
お
け
る
非
常
に
良
い
意
味
で
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
が
、
戦
後
の
港
を

し
か
し
京
都
は
、
戦
後
重
工
業
化
路
線
に
日
本
全
体
が
乗
っ
て
中
心
と
す
る
関
連
産
業
の
発
達
に
お
け
る
物
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
生

い
る
時
、
は
じ
め
か
ら
脱
落
し
て
い
る
の
で
す
。
そ
れ
だ
け
問
題
産
・
流
通
・
管
理
の
中
で
固
定
し
て
新
鮮
さ
を
失
な
っ
た
。
新
し

が
深
刻
で
、
戦
後
京
都
が
打
ち
出
し
た
方
針
が
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
い
時
代
の
胎
動
に
耳
を
傾
け
る
と
い
う
ほ
ど
の
危
機
感
が
な
か
つ

ヨ
ナ
ル
と
観
光
と
い
う
二
つ
の
方
向
で
、
と
こ
ろ
が
観
光
の
方
が
た
。
神
戸
は
ま
だ
ま
だ
楽
観
的
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

く
分
る
と
思
う
の
で
す
。
銘
柄
で
す
ね
。
物
の
世
界
に

ど
う
も
う
ま
く
い
か
な
い
。
と
な
る
と
京
都
市
民
一
四
○
万
人
を
情
報
が
加
わ
っ
て
価
値
が
高
ま
る
。
こ
れ
は
出
版
業
を
考
え
る
と

ど
う
し
て
食
わ
す
か
、
京
都
の
特
殊
性
を
守
り
な
が
ら
将
来
ど
の
一
層
あ
き
ら
か
で
す
。
新
聞
、
雑
誌
、
包
装
紙
は
、
紙
そ
の
も
の

よ
う
に
生
き
て
い
く
べ
き
か
、
こ
れ
は
深
刻
な
問
題
な
の
で
す
。
の
物
と
し
て
の
価
値
が
売
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
紙
に
載
っ

現
代
は
異
質
な
も
の
が
展
開
し
動
い
て
い
る
。
京
都
は
戦
後
、
て
い
る
情
報
を
買
っ
て
い
る
。
出
版
業
者
の
情
報
活
動
が
経
済
価

頼
る
べ
き
も
の
が
な
く
、
物
質
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
離
れ
た
と
こ
ろ
値
を
生
ん
で
い
る
。
な
ぜ
情
報
に
価
値
が
つ
く
か
と
い
う
と
、
そ

で
し
か
出
発
し
え
な
か
っ
た
だ
け
に
、
そ
の
異
質
な
も
の
に
対
す
こ
に
人
間
の
知
恵
、
大
脳
の
活
動
が
そ
こ
に
込
め
ら
れ
て
い
る
か

る
感
度
が
高
か
っ
た
。
危
機
感
が
感
度
を
高
め
る
役
割
を
し
た
。
ら
だ
。
知
恵
の
活
動
と
い
う
の
が
情
報
産
業
の
一
番
基
本
的
な
こ

そ
こ
で
京
都
の
財
界
人
が
本
気
に
な
っ
て
取
り
あ
げ
た
の
が
情
報
と
で
す
。
こ
れ
は
京
都
の
よ
う
な
頼
る
べ
き
工
業
が
な
い
と
い
う

産
業
の
問
題
で
す
。
と
こ
ろ
だ
け
で
な
く
、
物
に
依
存
し
て
い
る
場
合
で
も
大
い
に
考

え
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
物
質
時
代
か
ら
情
報

’
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そ
れ
で
は
京
都
で
具
体
的
に
ど
う
い
う
転
換
が
あ
っ

た
か
と
い
う
と
、
京
都
最
大
の
工
業
は
西
陣
で
、
繊
維

工
業
で
す
。
と
こ
ろ
が
西
陣
の
産
額
の
上
が
る
シ
ス
テ

ム
を
考
え
る
と
、
西
陣
で
は
布
を
つ
く
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
。
物
質
と
し
て
の
衣
服
、
す
な
わ
ち
衣
料
を
つ

氏
く
っ
て
い
る
の
で
な
く
衣
装
、
あ
る
い
は
意
匠
を
つ
く

夫
っ
て
い
る
の
で
す
。
西
陣
で
デ
ザ
イ
ン
し
た
原
図
を
田

忠
舎
で
織
っ
て
西
陣
の
ブ
ラ
ン
ド
を
つ
け
る
。
そ
う
す
る

樟
と
値
が
上
る
。
物
、
す
な
わ
ち
布
と
し
て
の
価
値
で
な

く
、
西
陣
の
目
を
く
ぐ
り
意
匠
を
布
に
与
え
て
衣
装
を

梅
生
み
だ
し
価
値
を
高
め
て
い
る
。
こ
れ
が
情
報
と
い
う

こ
と
な
の
で
す
。
物
に
情
報
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て

物
の
値
が
上
が
る
。
そ
れ
が
情
報
の
価
値
で
す
。
そ
れ

は
神
戸
に
お
い
て
、
灘
の
酒
を
考
え
て
い
た
だ
く
と
よ

畠可

､ h

陰？

:．！》，

患一

鍵
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☆
情
報
都
市
群
の
構
想
の
中
で
、
神
戸
に
情
報
産
業
を

産
業
時
代
へ
大
き
く
転
換
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
の
は
、
そ
う
い
う

こ
と
な
の
で
す
。

全
て
の
産
業
に
お
け
る
情
報
価
値
が
大
変
大
き
く
な
り
つ
つ
あ

る
。
全
て
の
工
業
製
品
、
す
な
わ
ち
物
の
動
き
の
中
で
も
情
報
が

価
値
を
生
ん
で
い
る
部
分
が
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な
っ
て
、
ま
も
な

く
物
そ
の
も
の
、
物
質
の
価
値
よ
り
も
情
報
価
値
の
方
が
経
済
の

主
力
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
が
新
し
い
時
代
の
胎
動
、
異

質
な
動
き
で
あ
る
わ
け
で
す
。
た
と
え
ば
日
本
の
重
工
業
の
ト
ッ

プ
を
行
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
自
動
車
産
業
を
考
え
る
と
、
デ
ザ

イ
ン
を
抜
き
に
し
た
自
動
車
は
考
え
ら
れ
な
い
。
い
か
に
人
間
に

快
感
を
与
え
る
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
か
が
問
題
な
の
で
す
。
こ
れ
が

感
覚
情
報
な
の
で
す
ね
。
自
動
車
を
買
う
こ
と
が
、
乗
り
た
い
か

ら
買
う
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
今
で
は
感
覚
情
報
を
買
う
ま
で
に
な

っ
て
い
る
。
洋
服
に
し
て
も
柄
と
か
着
心
地
と
か
非
常
に
デ
リ
ケ

ー
ト
な
感
覚
情
報
に
問
題
が
し
ぼ
ら
れ
て
い
る
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

の
盛
ん
な
イ
タ
リ
ア
で
は
、
「
見
か
け
こ
そ
本
質
」
と
い
う
言
葉

が
あ
る
が
、
こ
れ
こ
そ
物
質
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
時
代
の
技
術
主
義
と

情
報
主
義
と
の
逆
転
を
言
い
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

た
け
が
工
業
と
い
え
る
が
、
工
本
主
義
時
代
に
許
さ
れ
た
こ
と
が

情
報
産
業
時
代
に
入
っ
た
ら
マ
イ
ナ
ス
の
価
値
に
転
化
す
る
こ
と

が
い
っ
ぱ
い
あ
る
。
た
と
え
ば
具
体
的
に
公
害
と
い
う
問
題
が
起

こ
っ
て
い
る
。

物
の
生
産
、
流
通
は
既
に
都
市
の
機
能
で
は
な
い
。
基
本
的
に

は
情
報
に
よ
る
管
理
中
心
の
巨
大
な
情
報
セ
ン
タ
ー
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
れ
は
神
戸
を
考
え
る
時
の
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
に
な

っ
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
こ
で
最
初
の
新
し
い
時
代
に

対
す
る
ア
ン
テ
ナ
網
の
問
題
に
な
っ
て
く
る
。
淡
路
空
港
が
で
き

明
石
架
橋
が
実
現
す
る
と
、
そ
れ
が
港
の
機
能
と
結
び
つ
い
て
巨

大
な
ア
ン
テ
ナ
網
が
で
き
る
。
こ
れ
が
神
戸
の
今
ま
で
の
イ
メ
ー

ジ
に
裏
打
ち
さ
れ
て
新
し
い
異
質
な
も
の
が
出
る
可
能
性
が
あ
る

こ
れ
が
情
報
産
業
と
し
て
の
可
能
性
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
は
工
業

が
駄
目
に
な
っ
て
情
報
産
業
が
栄
え
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。

全
体
の
経
済
活
動
の
中
で
情
報
産
業
の
持
っ
て
い
る
経
済
価
値
が

非
常
に
大
き
く
な
っ
て
、
工
業
も
農
業
も
大
き
く
な
る
。
工
業
自

体
の
中
に
、
ま
た
地
方
と
か
都
市
の
中
で
、
ど
ん
ど
ん
そ
う
い
う

転
換
を
は
か
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
危
機
感
が
、
新
し
い
時
代

に
適
応
す
る
た
め
に
神
戸
に
必
要
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
中
で
物
を
動
か
す
こ
と
の
意
味
を
適
確
に
知
る
こ
と
で
す

神
戸
、
大
阪
、
京
都
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
と
個
性
が
あ
る
が
、

現
在
い
わ
れ
て
い
る
工
業
中
心
の
東
海
道
メ
ガ
ロ
ポ
リ
ス
、
瀬
戸

内
海
メ
ガ
ロ
ポ
リ
ス
の
接
点
の
意
味
と
同
時
に
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
な
情
報
都
市
群
の
構
想
を
考
え
た
い
も
の
で
す
。
す
な
わ

ち
神
戸
、
京
都
、
日
本
海
と
い
う
国
際
レ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
を
設
置

し
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
か
。

今
ま
で
神
戸
は
港
を
中
心
に
、
要
す
る
に
物
を
流
通
す
る
関
連

産
業
が
発
達
し
て
き
た
の
だ
が
、
今
後
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
巨

大
な
情
報
港
を
持
っ
て
、
そ
れ
に
関
連
す
る
産
業
、
す
な
わ
ち
神

戸
を
素
通
り
さ
せ
る
こ
と
で
付
加
価
値
を
高
め
る
可
能
性
の
あ
る

産
業
、
た
と
え
ば
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
考
え
ら
れ
る

と
思
う
。
そ
れ
に
は
む
し
ろ
日
本
を
す
て
る
ぐ
ら
い
の
気
慨
で
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
そ
れ
が
本
当
に
国
際
港
都
と
し
て
の

神
戸
の
面
目
だ
と
思
い
ま
す
。
八
文
責
・
編
集
部
Ｖ
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人
類
の
知
恵
は
歴
史
的
に
農
業
、
工
業
に
結
び
つ
き
、
生
産
を

高
め
、
い
た
ず
ら
に
物
質
が
は
ん
ら
ん
す
る
結
果
と
な
っ
た
。
す

な
わ
ち
物
の
考
え
方
と
し
て
農
業
時
代
か
ら
工
業
時
代
の
過
程
で

た
だ
工
業
化
を
進
め
る
こ
と
を
国
民
が
教
育
さ
れ
て
き
て
、
人
間

の
知
恵
が
工
業
社
会
の
中
で
の
情
報
化
を
生
み
だ
す
結
果
と
な
る

と
、
今
度
は
情
報
の
は
ん
ら
ん
の
中
で
工
業
化
社
会
を
否
定
す
る

傾
向
が
で
て
き
て
い
る
。
し
か
し
一
方
で
は
工
業
だ
け
が
頼
り
だ

と
い
う
意
識
も
根
強
く
残
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
考
え
方
も

時
代
遅
れ
で
変
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
き
た
。
今
日
都
市
の
近

代
化
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
工
業
化
し
た
都
市
に
い
い
も
の
は

な
い
。
工
業
は
国
の
中
に
格
差
、
段
階
を
生
み
、
そ
れ
が
前
に
言

っ
た
異
質
な
も
の
に
対
す
る
感
度
を
鈍
く
し
て
い
る
。
農
本
主
義

が
農
地
を
開
墾
し
て
農
業
を
行
な
う
の
に
比
べ
、
工
本
主
義
の
は
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タ
ー
を
解
剖
す
る
の
で
な
く
て
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
の
側
か
ら
人
間
を
観
察
し

た
い
と
思
う
わ
け
で
す
。
そ
う
す
る
と

案
外
、
情
報
化
社
会
と
騒
が
れ
て
る
本

質
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
機
能
が
結
び

つ
く
か
も
知
れ
な
い
。
そ
れ
と
同
時
に
、

神
戸
に
お
け
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
彦

透
状
況
も
分
っ
て
お
く
方
が
い
い
の
で

は
な
い
か
。
こ
れ
が
編
集
部
の
方
針
で

あ
っ
て
、
今
日
は
私
が
司
会
役
と
い
う

こ
と
で
、
よ
ろ
し
く
願
い
ま
す
。

そ
こ
で
ま
ず
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
つ

く
っ
て
お
ら
れ
る
富
士
通
さ
ん
の
立
場

か
ら
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
、
い
つ
頃

か
ら
開
発
さ
れ
た
の
か
、
と
い
う
と
こ

ろ
か
ら
お
話
し
て
い
た
だ
ま
し
よ
う
。

、
◇
ヱ
℃
匡
弓
◇
℃
Ｈ
ジ

ロ
特
集
２
□

神
戸
胃
ヒ
コ
ン
ピ
ュ

阿
野
昭
夫
神
一
戸
製
鋼
企
画
室
シ
ス
テ
ム
担
当
課
課
長

山
本

川
口
博
川
崎
重
工
電
算
企
画
課
課
長

布
施

中
川
悦
夫
一
一
霊
重
工
技
術
計
算
課
課
長

綾
部

藤
原
四
郎
神
戸
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
常
務
取
締
役
司
会
諸
岡

諸
岡
最
近
、
情
報
化
社
会
と
い
う
こ

と
が
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
本
質

が
一
般
で
は
誤
解
さ
れ
て
い
て
な
か
な

か
わ
か
ら
な
い
。
そ
の
一
つ
の
例
と
し

て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
と
い
う
言
葉
が

一
般
化
し
、
そ
れ
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

万
能
主
義
と
い
う
か
バ
ラ
色
の
コ
ン
ピ

ュ
ー
ト
ピ
ア
と
い
う
夢
ま
で
で
て
い

る
。
現
実
に
は
一
般
人
と
し
て
は
言
葉

を
知
っ
て
い
て
も
そ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
を
見
、
ま
た
操
作
す
る
こ
と
な
ど
及

び
も
つ
か
な
い
複
雑
な
機
械
で
あ
る
わ

け
で
す
。
原
理
的
な
こ
と
は
あ
る
程
度
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
入
門
書
で
も
読
ん

で
い
た
だ
け
れ
ば
分
る
と
思
い
ま
す
。

今
日
は
、
人
間
の
方
か
ら
コ
ン
ピ
ュ
ー

旬

力
神
戸
市
総
務
局
電
子
計
算
課
課
長

正
雄
富
士
通
神
戸
営
業
所
営
業
担
当

栄
一
富
士
通
神
戸
営
業
所
シ
ス
テ
ム
・
ラ
ジ
ー
ー
ァ

博
熊
神
戸
市
企
画
局
調
査
部
副
主
幹

﹈
四
利
口

－
タ
ー

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
も
、
今
や
第
三
世
代

布
施
よ
り
早
く
計
算
で
き
な
い
か
と

い
う
の
は
人
間
の
誰
れ
で
も
の
希
望
で

昔
か
ら
い
ろ
い
ろ
と
苦
労
し
て
い
る
。

た
と
え
ば
有
名
な
哲
学
者
で
あ
る
パ
ス

カ
ル
が
税
務
署
の
役
人
で
あ
る
父
親
を

見
る
に
見
か
ね
て
つ
く
っ
た
の
が
、
一

億
ま
で
の
足
し
算
が
で
き
る
機
械
「
計

算
箱
」
で
、
当
時
の
人
を
驚
か
せ
た
。

こ
れ
が
元
祖
で
す
か
ね
。
そ
れ
以
後
電

気
工
学
の
発
展
で
、
現
在
の
原
型
が
で

き
た
の
が
一
九
世
紀
初
頭
で
、
そ
れ
が

商
用
機
と
し
て
使
わ
れ
だ
し
た
の
は
昭

和
二
十
五
年
頃
で
す
か
ら
歴
史
は
そ
う

古
い
も
の
で
も
な
い
。
こ
の
当
時
の
も

･

１
８８

１
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博氏

が
、
現
在
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
人

間
の
方
へ
近
づ
け
よ
う
と
い
う
努
力
が

な
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
ハ
ー
ド
ウ
エ

ア
の
ソ
フ
ト
化
で
近
頃
わ
れ
わ
れ
は
こ

れ
を
フ
ァ
ー
ム
ウ
ェ
ア
と
呼
ん
で
い
る

の
で
す
。

綾
部
神
戸
に
は
い
つ
頃
か
ら
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
が
入
っ
た
か
と
言
い
ま
す

と
、
昭
和
三
十
年
の
は
じ
め
、
当
時
日 川口

の
を
リ
レ
ー
式
と
言
っ
て
、
い
わ
ゆ
る

第
一
世
代
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
、
第

二
世
代
の
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
計
算
機
は
昭

和
三
十
五
年
頃
、
第
三
世
が
昭
和
四
十

年
頃
か
ら
Ｉ
Ｃ
化
の
技
術
の
方
に
進
ん

で
き
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
そ
の
基
本

は
、
よ
り
早
く
計
算
す
る
こ
と
と
、
己
．
一
一
一
一
口

憶
す
る
こ
と
に
あ
る
わ
け
で
、
今
ま
で

は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
合
わ
せ
て
人
間

を
教
育
し
、
人
間
が
苦
労
し
て
い
た
の

白

藤原四郎氏

使
用
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
過
渡
的

な
段
階
で
す
の
で
、
取
り
あ
え
ず
二
台

を
う
ま
く
運
用
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

阿
野
神
戸
製
鋼
で
は
十
台
ほ
ど
入
れ

て
、
大
型
が
四
台
、
あ
と
は
中
型
、
小

型
に
な
り
ま
す
ね
。
機
械
は
Ｉ
Ｂ
Ｍ
と

富
士
通
の
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
の
両
方
で
、
事

務
計
算
と
同
時
に
、
販
売
、
工
場
自
体

の
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
化
、
そ
れ
と
人

事
管
理
が
あ
る
の
で
す
が
、
一
番
私
ど

も
が
期
待
し
て
い
る
の
は
、
注
文
主
か

ら
の
注
文
の
問
い
合
わ
せ
に
対
し
て
即

答
で
き
る
体
制
が
で
き
た
と
い
う
こ
と

で
す
ね
。
こ
れ
は
企
業
競
争
と
い
う
点

で
も
大
い
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
人
事
管
理
の
面
で
も
、
社
員
一

人
一
人
の
デ
ー
タ
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

に
記
憶
さ
れ
て
い
る
。
で
す
か
ら
結
婚

の
問
い
合
わ
せ
に
も
十
分
応
じ
ら
れ
る

の
で
す
（
笑
）

川
口
川
崎
重
工
に
は
、
昭
和
四
十
年

に
、
技
術
計
算
用
に
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
、
事

務
計
算
用
に
Ｉ
Ｂ
Ｍ
を
入
れ
て
、
以
後

大
型
機
に
置
き
換
え
た
。
当
初
は
事
務

計
算
と
技
術
計
算
用
と
が
か
な
り
は
っ

き
り
分
か
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
造
船

の
場
合
だ
け
取
り
出
し
て
も
、
技
術
計

算
と
同
時
に
生
産
管
理
、
経
営
管
理
の

問
題
が
出
て
、
だ
ん
だ
ん
と
拡
が
っ
て

き
て
今
で
は
何
で
も
や
り
ま
し
ょ
う
と

い
う
こ
と
に
な
っ
て
き
た
（
笑
）
従
っ

て
現
在
で
は
十
五
台
ほ
ど
各
工
場
に
分

散
さ
せ
て
い
る
が
、
一
般
的
な
デ
ー
タ

ー
処
理
と
同
時
に
、
技
術
計
算
、
設
計

１
８９

１

中
川
三
菱
全
体
と
し
て
は
い
ろ
い
ろ

な
機
種
を
使
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
神

戸
造
船
所
で
事
務
計
算
と
技
術
計
算
に

本
で
も
珍
ら
し
い
計
算
セ
ン
タ
ー
が
純

国
産
の
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
一
二
八
と
い
う
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
っ
て
、
元
町
の
有

隣
電
気
に
誕
生
し
ま
し
た
。
そ
の
後
昭

和
三
十
六
年
、
川
崎
製
鉄
、
甲
南
大
学

へ
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
採
用
さ
れ
、

そ
れ
か
ら
利
用
者
が
増
え
ま
し
た
ね
。

現
在
兵
庫
県
下
で
使
わ
れ
て
い
る
の
は

一
○
○
台
ぐ
ら
い
で
し
ょ
う
ね
。

布
施
技
術
的
な
こ
と
で
は
、
最
近
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
方
が
簡
単
に
な
っ
て
き
て

ス
ペ
シ
ァ
リ
ス
ト
で
な
く
て
も
使
え
る

よ
う
な
機
械
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
し

同
時
に
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
開
発
が
す
す

む
に
つ
れ
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
使

い
わ
け
が
お
こ
っ
て
く
る
。
で
す
か
ら

当
然
超
大
型
の
も
の
や
コ
ン
パ
ク
ト
サ

イ
ズ
の
も
の
が
技
術
的
に
開
発
さ
れ
て

行
く
で
し
ょ
う
。
一
方
、
一
つ
の
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
を
同
時
に
多
地
域
で
利
用
で

き
る
端
末
機
械
の
開
発
が
進
ん
で
い
ま

す
。
そ
れ
と
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
と
人

間
を
比
較
す
る
際
に
い
わ
れ
る
パ
タ
ー

ン
認
識
の
問
題
で
す
ね
。
人
間
だ
っ
た

ら
一
応
は
他
人
の
書
い
た
文
字
は
少
々

汚
な
く
て
も
読
め
る
。
特
に
前
後
を
判

断
し
て
読
め
る
。
そ
れ
が
現
在
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
で
は
読
め
な
い
。
こ
の
技

術
開
発
は
今
後
面
白
い
と
思
い
ま
す
。

☆
結
婚
相
談
か
ら
設
計
図
製
作
ま
で
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＃蕊

山
本
市
役
所
に
は
Ｉ
Ｂ
Ｍ
が
一
台
入

っ
て
い
て
、
い
わ
ゆ
る
デ
ー
タ
処
理
、

事
務
計
算
が
中
心
で
す
。
市
役
所
の
特

性
と
し
て
、
市
民
あ
る
い
は
市
域
を
対

象
に
あ
ら
ゆ
る
仕
事
を
し
て
、
そ
の
結

果
を
還
元
す
る
シ
ス
テ
ム
な
の
で
す
が

と
に
か
く
範
囲
が
広
い
の
で
、
現
在
は

各
局
か
ら
出
さ
れ
る
デ
ー
タ
を
処
理
し

記
憶
さ
せ
る
に
は
、
一
台
で
は
足
り
な

の
効
率
を
ね
ら
っ
て
い
る
の
で
す
。
た

と
え
ば
設
計
に
は
製
図
と
い
う
重
要
な

問
題
が
あ
る
の
で
す
が
、
そ
う
い
う
製

図
用
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
三
年
前
に

入
れ
ま
し
て
、
簡
単
な
図
面
な
ら
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
が
書
い
て
く
れ
る
体
制
を

整
え
よ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

川
重
の
各
事
業
部
の
工
場
単
位
で
、
今

年
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
揃
え
る
と
い

う
段
階
に
ま
で
来
て
い
ま
す
。

悦夫氏中ノ

’
9０

蕊
■

等

､

☆
柔
軟
性
、
弾
力
性
で
は
人
間
の
勝
ち

諸
岡
ユ
ー
ザ
ー
の
方
が
、
現
状
に
即

し
て
い
ろ
い
ろ
と
有
効
に
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
を
利
用
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ

と
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
が
、
さ
き
ほ

ど
の
話
に
出
ま
し
た
生
産
管
理
、
経
営

管
理
、
人
事
管
理
と
い
う
実
際
の
管
理

社
会
に
ま
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
加
わ

っ
て
く
る
と
ど
う
な
る
で
し
ょ
う
か
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
管
理
社
会
で

は
人
間
の
主
体
性
と
い
う
も
の
が
確
保

で
き
る
の
か
と
い
う
点
で
話
を
進
め
て

い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

川
口
ま
だ
そ
の
点
に
関
し
て
は
過
渡

期
で
、
ど
こ
ま
で
動
く
か
と
い
う
事
は

予
測
で
き
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

方
向
と
し
て
は
そ
う
な
る
の
で
し
ょ
う

が
、
た
だ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
扱
っ
て

い
て
一
番
感
じ
る
の
は
人
間
の
あ
い
ま

い
。
既
に
機
械
が
パ
ン
ク
し
て
外
部
発

注
さ
せ
て
い
る
仕
事
も
か
な
り
あ
る
の

で
、
将
来
は
そ
れ
ら
を
綜
合
的
に
統
括

し
て
、
い
わ
ゆ
る
タ
テ
ワ
リ
行
政
の
弊

害
を
な
く
す
る
よ
う
に
努
め
た
い
の
で

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
も
っ
と
大
き
な

機
械
を
多
く
ほ
し
い
で
す
ね
。
で
な
い

と
本
当
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
な
く

な
る
。

諸
岡
戸
籍
謄
本
や
住
民
登
録
に
し
て

も
区
役
所
で
は
時
間
が
か
か
り
す
ぎ
ま

す
な
（
笑
）
そ
う
い
っ
た
情
報
検
索
の

方
面
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
う
こ
と

は
ど
う
で
す
か
ね
。

山
本
デ
ー
タ
処
理
と
言
っ
て
も
限
界

が
あ
る
の
で
す
ね
。
さ
き
ほ
ど
パ
タ
ー

ン
認
識
と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
ま
し
た

が
、
今
の
所
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
使
え

る
の
は
数
字
と
か
記
号
だ
け
な
ん
で
す

ね
。
最
近
に
な
っ
て
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
、

会
計
機
等
で
印
字
さ
れ
た
文
字
な
ど
を

読
み
取
る
光
学
文
字
読
取
装
置
が
で
き

た
の
で
、
今
年
早
々
購
入
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
戸
籍
だ
と

か
印
鑑
証
明
な
ど
は
ま
だ
実
用
化
さ
れ

る
と
こ
ろ
ま
で
来
て
い
な
い
。

藤
原
商
工
貿
易
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
を
建

て
る
と
い
う
時
か
ら
、
貿
易
を
中
心
と

し
た
情
報
セ
ン
タ
ー
を
設
け
る
と
い
う

構
想
が
あ
っ
た
の
で
す
。
商
工
会
議
所

が
中
心
に
な
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
海
外
及

び
国
内
の
事
情
を
調
べ
た
の
で
す
が
、

現
実
的
に
採
算
の
点
が
か
い
も
く
見
当

が
つ
か
な
い
。
し
か
し
情
報
社
会
に
備

諸岡博熊氏

え
て
情
報
セ
ン
タ
ー
が
当
然
あ
る
べ
き

で
、
姫
路
、
伊
丹
に
は
出
き
て
い
た
。

そ
れ
で
神
戸
に
も
つ
く
ろ
う
と
い
う
こ

と
で
一
応
中
小
企
業
も
利
用
で
き
る
よ

う
な
と
こ
ろ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
よ
う
と

貿
易
セ
ン
タ
ー
が
で
き
る
と
同
時
に
機

械
を
入
れ
た
の
で
す
。
実
際
や
っ
て
い

る
仕
事
は
、
大
体
が
デ
ー
タ
処
理
で
、

中
規
模
の
会
社
分
で
、
月
間
ｍ
ｌ
蛎
分

程
度
で
済
ん
で
し
ま
う
。
今
は
明
石
と

か
洲
本
、
そ
れ
か
ら
各
地
の
農
協
か
ら

の
仕
事
が
き
て
い
ま
す
。
こ
の
調
子
で

行
く
と
今
年
の
終
り
に
は
今
の
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
で
は
間
に
合
わ
な
く
な
る
。
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謹賀新年
ＫＯＢＥセンスを生かした

信用と伝統の店

9１

こんにちは赤ちゃん

条芦屋市北条崇ちゃん
完全看護★暖房完備☆病院前駐車可能

蔓柿沼産婦人科
く看護婦 募集中〉

舟町９番地
5 0 米( 明治生命南）

芦屋市大耕
国道芦屋川電停東５
恋芦屋（0 7 9 7 ）屋（ 3 1 －' 2 3 4 代表

巴

届
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＊と､ こよりも豊富な輸入フレーム、し．ンズ
ユニークな篭甲枠､ 手造りの宝石入フレーム
をご覧ください。

☆

顕微鏡・天体望遠鏡・航海計器・光学器一般

’７０おしゃれグラス
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L1本

あ
い
ま
い
さ
と
弾
力
性
は
表
と
裏
の
関

係
な
の
で
す
。
と
な
る
と
コ
ン
ピ
ュ
ー

ト
ピ
ア
で
は
人
間
の
あ
い
ま
い
さ
は
か

な
り
つ
き
つ
め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
が
、

そ
う
な
る
と
一
層
人
間
の
弾
力
性
柔
軟

性
の
価
値
が
高
ま
っ
て
く
る
。
結
局
は

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
と
の
共
存
と
い
う
こ

と
に
な
る
の
で
は
な
い
で
す
か
。

藤
原
そ
う
で
す
ね
。
人
間
の
弾
力
性

と
い
う
の
は
機
械
に
は
絶
対
な
い
。
そ

の
限
界
を
よ
く
み
き
わ
め
て
、
あ
く
ま

で
法
則
に
従
っ
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
利
用
す
る
こ
と
に
な

る
。

。
》
諺
舞
い

川
口
判
断
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
利

用
す
る
と
い
う
の
は
昭
和
三
十
六
年
頃

か
ぢ
い
わ
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
十
年

い
さ
で
す
ね
。
こ
れ
は
裏
返
せ
ば
人
間

の
弾
力
性
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の

性
が
高
ま
り
、
そ
れ
だ
け
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
の
限
界
が
は
っ
き
り
し
て
く
る
。

川
口
ロ
ボ
ッ
ト
エ
学
の
問
題
に
し
て

も
、
あ
ら
た
め
て
人
間
の
複
雑
さ
、
優

秀
さ
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
ま

し
た
か
ら
ね
。

中
川
ロ
ボ
ッ
ト
が
計
器
を
見
て
簡
単

な
操
作
を
す
る
段
階
ま
で
は
き
て
い
る

よ
う
で
す
。
現
在
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

の
能
力
発
展
か
ら
言
っ
て
人
間
が
反
対

に
管
理
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
で

し
ょ
う
。
そ
う
な
れ
ば
世
の
中
が
味
気

な
く
な
る
（
笑
）

た
っ
た
現
在
、
そ
の
方
面
が
あ
ま
り
の

び
て
い
な
い
。
テ
レ
フ
ォ
ン
・
リ
サ
ー

チ
に
し
て
も
計
画
は
よ
か
っ
た
が
、
そ

れ
で
人
間
の
思
考
を
カ
バ
ー
す
る
と
こ

ろ
ま
で
発
展
し
て
い
な
い
。
グ
ラ
フ
ィ

ッ
ク
に
し
て
も
音
声
に
し
て
も
ま
だ
ま

だ
未
開
発
の
分
野
が
残
っ
て
い
ま
す
ね

阿
野
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
で
き
る
範

囲
が
増
え
て
行
く
だ
け
、
人
間
の
可
能

’
9３

■

阿野昭夫氏

層

力氏

さ
え
放
り
こ
め
ば
何
で
も
処
理
で
き
る

ス
ー
パ
ー
マ
ン
だ
と
言
う
見
方
。
こ
の

両
極
端
の
見
方
で
、
会
社
の
各
ク
ラ
ス

の
方
が
さ
ま
ざ
ま
な
反
応
を
示
し
て
い

る
と
思
う
の
で
す
。

阿
野
そ
の
点
で
は
経
営
者
の
メ
リ
ッ

ト
に
対
す
る
評
価
が
変
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
最
初
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
導
入

し
て
人
件
費
が
ど
の
位
削
減
で
き
た
か

諸
岡
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
導
入
し
て

も
経
営
の
仕
方
が
泥
臭
く
て
は
ど
う
に

も
な
ら
な
い
。
特
に
会
社
で
問
題
に
な

る
の
は
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
で
す
が
、
こ
れ

は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
時
代
の
人
づ
く
り

に
関
連
し
て
い
か
が
で
し
ょ
う
か
ね
。

布
施
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
対
す
る
見

方
が
現
在
両
極
端
に
分
か
れ
て
い
る
の

で
す
ね
。
一
つ
は
単
な
る
計
算
機
械
だ

と
見
て
い
る
。
も
う
一
つ
は
デ
ー
タ
ー

☆
構
造
的
に
シ
ス
テ
ム
を
見
る
教
育
を

と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
考
え
た
が
、
今

で
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
中
心
に
し
た

工
場
管
理
を
や
ら
な
い
と
競
争
に
勝
て

な
い
と
感
じ
だ
し
て
い
る
。

中
川
そ
う
で
す
ね
。
ミ
ド
ル
、
ト
ッ

プ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
教
育
が
だ
い
ぶ

ん
浸
透
し
て
き
て
い
る
。

川
口
し
か
し
採
算
上
の
問
題
は
、
省

力
化
と
か
ら
ん
で
大
き
い
問
題
だ
と
思

い
ま
す
ね
。
そ
れ
は
ま
だ
、
我
々
の
使

い
方
の
面
で
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
潜

在
的
能
力
を
完
全
に
生
か
し
き
れ
て
い

な
い
。
社
会
の
方
向
と
し
て
、
現
実
に

人
手
不
足
に
よ
る
省
力
化
を
迫
ら
れ
て

い
る
。
そ
こ
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
導

入
す
る
。
で
す
か
ら
ま
だ
ま
だ
積
極
的

利
用
が
で
き
て
い
な
い
と
思
う
の
で
す

諸
岡
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
は
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
と
い
う
作
業
が
必
要
で
、
さ

ら
に
、
シ
ス
テ
ム
設
計
者
も
い
る
。
各
社

ど
う
い
う
教
育
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

阿
野
特
定
の
ス
ペ
シ
ァ
リ
ス
ト
だ
け

で
な
く
、
社
内
の
大
半
の
人
が
自
由
に

使
え
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
ま
で
教
育
を

拡
げ
て
い
る
。
た
だ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
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蝿
黙
認
Ｄ
ざ
挽
鞍

面
で
壁
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
中
堅
職

員
に
は
、
カ
ン
ヅ
メ
に
し
て
技
術
の
修

得
を
さ
せ
て
い
ま
す
。
教
育
は
難
し
い

問
題
で
、
実
際
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
で
き
て

も
そ
れ
が
省
力
化
、
効
率
化
に
な
っ
て

い
喝
か
と
い
う
と
分
ら
な
い
。
と
な
る

一
昇
乃
．

と
現
在
動
い
、
で
い
る
会
社
の
シ
ス
テ
ム

を
変
元
て
ま
で
の
省
力
化
を
計
ら
ね
ば

な
ら
な
い
。
そ
こ
に
は
か
な
り
高
度
な

の
パ
ン
チ
ャ
ー
な
ど
は
別
で
養
成
で
き

る
に
し
て
も
、
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア

の
教
育
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
が
な
か

な
か
つ
か
め
ま
せ
ん
ね
。

川
口
私
ど
も
で
は
三
レ
ベ
ル
の
教
育

と
い
う
こ
と
で
、
ト
ッ
プ
、
ミ
ド
ル
、

中
堅
職
員
に
分
け
て
い
る
。
ト
ッ
プ
に

対
し
て
は
理
念
を
理
解
し
て
い
た
だ
い

て
将
来
壁
に
な
ら
な
い
よ
う
に
教
育
を

す
る
（
笑
）
ミ
ド
ル
に
は
具
体
的
実
践綾部栄一氏

知
出
嘩
酷
恥

識騨鍵識蕊鎧蕊

を
使
っ
て
、
中
央
に
対
す

の
特
殊
性
を
把
握
し
て
、

に
応
え
る
も
の
を
明
確
に

し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い

る
わ
け
で
す
。

八
文
責
・
編
集
部
Ｖ

蕊
鱗

蕊
瀞：

■
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－
ド
が
開
発
の
テ
ー
マ
に
も
な
る
わ
け

ロ

布施正雄氏

行
動
的
に
シ
ス
テ
ム
を
見
る
ス
ペ
シ
ァ

リ
ス
ト
が
必
要
に
な
る
。
で
す
か
ら
、

一
つ
の
人
間
と
い
う
全
体
的
な
構
造
を

抜
き
に
し
て
考
え
ら
れ
な
い
の
で
す
。

諸
岡
構
造
的
で
行
動
的
な
関
連
を
は

か
っ
た
シ
ス
テ
ム
分
析
の
で
き
る
人
を

養
成
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

川
口
シ
ス
テ
ム
開
発
の
リ
ー
ダ
ー
に

な
る
人
で
す
ね
。
ア
メ
リ
カ
で
は
一
人

一
別
の
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
な
る
た

め
に
は
、
大
学
に
五
年
、
企
業
で
五
年

研
究
機
関
で
五
年
、
他
に
官
公
庁
に
も

お
ら
ん
と
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
少

な
く
と
も
十
五
年
の
キ
ャ
リ
ア
が
い

る
。
日
本
で
は
そ
の
意
味
で
遅
れ
て
い

ま
す
。

阿
野
そ
う
で
す
ね
。
デ
ー
タ
処
理
を

個
別
的
に
捉
え
る
の
で
は
ど
う
に
も
な

ら
な
い
。
全
体
の
流
れ
の
中
で
、
シ
ス

テ
ム
の
一
環
と
し
て
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
の
効
力
を
い
か
に
高
め
る
か
が
問
題

と
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
の
点
で
縦
横

の
関
係
を
流
動
的
に
綜
合
的
に
見
る
教

育
が
必
要
で
す
。

藤
原
本
来
、
そ
の
訓
練
所
と
し
て
情

報
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
べ
き
で
、
我
々
も

そ
れ
を
目
指
し
て
い
る
の
で
す
。

諸
岡
あ
る
程
度
実
際
の
仕
事
も
タ
ッ

チ
で
き
る
養
成
機
関
を
公
的
に
持
た
な

け
れ
ば
と
、
思
い
ま
す
ね
。

山
本
市
役
所
は
流
動
性
に
欠
け
て
い

る
の
で
、
市
民
の
方
に
流
動
的
に
窓
口

で
動
い
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
が
現
在

で
す
が
。
こ
れ
は
い
ず
れ
一
本
の
シ
ス

口

で
す
。
そ
れ

る
ロ
ー
カ
ル

そ
の
ニ
ー
ド

適
確
に
提
供

と
考
え
て
い

☆
望
ま
れ
る
情
報
の
高
度
利
用

川
口
企
業
中
心
の
経
営
管
理
か
ら
、

国
家
単
位
の
管
理
シ
ス
テ
ム
が
考
え
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
場
合
、
東
京
か
ら
離

れ
た
神
戸
と
い
う
都
市
で
情
報
が
ど
う

流
れ
る
の
か
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
ね
。
そ
の
場
合
、
商
工
会
議

所
、
市
役
所
、
県
庁
と
い
っ
た
も
の
を

中
心
に
も
っ
と
総
合
的
な
情
報
の
開
発

を
し
て
行
か
な
い
と
立
ち
遅
れ
る
こ
と

に
な
る
。
ま
た
企
業
が
ど
う
い
う
情
報

を
必
要
と
し
て
い
る
か
は
、
ま
す
ま
す

具
体
的
に
な
っ
て
く
る
。
そ
れ
に
応
じ

る
体
制
と
同
時
に
、
地
域
内
で
の
情
報

の
高
度
利
用
を
大
い
に
推
進
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

布
施
私
ど
も
メ
ー
カ
ー
の
立
場
で
は

そ
う
い
っ
た
企
業
側
の
、
市
民
側
の
一
一

テ
ム
で
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
よ
う
に
な

る
。
そ
の
た
め
に
各
部
局
か
ら
、
そ
う

い
う
見
方
の
で
き
る
人
を
集
め
て
教
育

を
し
て
市
役
所
の
機
構
を
再
検
討
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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